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免
疫
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

免
疫
シ
ス
テ
ム
は
自
然
治
癒
力
の

本
体
を
な
す
生
体
防
御
機
構
で
す
が
、

自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
に
大
別
さ
れ
、

互

い
に
協

力

し

て
病
原
性

微

生
物

（細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
）

と
闘
う

感
染
抵
抗
性
や
ガ

ン
細
胞
を
撃
退
す

る
生
体
防
御
能
な
ど
に
関
わ

っ
て
い

ま
す
。

自
然
免
疫
は
生
来
備
わ

っ
て
い
る

先
天
性
免
疫
で
、
す
べ
て
の
多
細
胞

生
物
に
存
在
す
る
非
特
異
的
な
生
体

防
御
機
構
で
す
。
こ
れ
に
対
し
獲
得

免
疫
は
進
化
に
対
応
し
て
獲
得
し
た

後
天
性

の
免
疫
シ
ス
テ
ム
で
、
脊
椎

動
物
だ
け
に
あ
り
、
自
己
に
あ
ら
ざ

る
も
の

（非
自
己
）
を
抗
原
と
認
識

し
て
抗
体
を
産
生
し
、
抗
原
抗
体
反

応
で
非
自
己
を
撃
退
す
る
特
異
的
な

免
疫
反
応
で
す
。
し
か
し
高
度
の
抗

原
特
異
性
を
獲
得
し
た
獲
得
免
疫
は
、

外
来
抗
原
に
過
剰
に
反
応
し
て
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
、
自
己
の
細
胞
に
異

常
に
反
応
し
て
自
己
免
疫
疾
患
の
病

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
抗
原
抗
体
反

応

（免
疫
応
答
）
の
恒
常
性

（ホ
メ

オ
ス
タ
ー
シ
ィ
ス
）
を
維
持
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

免
疫
能
に
及
ぼ
す

光
線
療
法
の
作
用

免
疫
能
に
及
ぼ
す
光
線
療
法
の
作

用
は
、
か
つ
て
は
紫
外
線
で
生
成
さ

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
始
め
と
す
る
光

化
学
物
質
の
作
用
が
重
視
さ
れ
、
本

紙
に
も
し
ば
し
ば
記
載
し
ま
し
た
。

例
示
す
れ
ば
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
獲
得
免

疫
を
に
な
う

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
リ

ン
パ
球

（Ｔ
細
胞
、
Ｂ
細
胞
）
の
細

胞
分
化
を
誘
導
し
て
活
性
化
し
、
細

胞
の
機
能
を
阻
害
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム

パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
を
予
防
す
る
等
々
で

す
。
こ
の
作
用
は
自
然
免
疫
に
関
与

す
る
リ
ン
パ
球
、
す
な
わ
ち
抗
原
抗

体
反
応
の
手
続
き
な
し
に
非
自
己
を

認
識
し
て
食
作
用
に
よ
り
除
去
す
る

Ｎ
Ｋ
細
胞
や
Ｎ
Ｋ
Ｔ
細
胞
と
呼
ば
れ

る
細
胞
で
も
同
じ
で
す
。

し
か
し
近
年
、
光
線
療
法
の
近
赤

外
線
に
よ
る
温
熱
作
用
で
生
成
さ
れ

る
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
自
質
が
体
液
に
よ

る
自
然
免
疫
能
を
克
進
さ
せ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。自

然
免
疫
と
は

自
然
免
疫
は
病
原
体
を
即
座
に
認

識
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け
、
個
体
が
抗

原
抗
体
反
応
で
病
原
体
に
立
ち
向
か

う
ま
で
の
空
自
の
時
間
を
う
め
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
が
、
体
液
に
よ
る

防
御
、

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
樹
状
細

胞
や
好
中
球

（顆
粒
白
血
球
）
の
食

作
用
に
よ
る
防
御
、
補
体

（自
然
抗

体

）

の
食

作

用

促

進

に

よ

る

防

御

、

リ

ン
パ
球

の

Ｎ

Ｋ

細

胞

や

Ｎ

Ｋ

Ｔ

細

胞

に

よ

る

免

疫

監

視

機

能

に

よ

る

防

御

な

ど

が

あ

り

ま
す
。
な
お
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
樹

状
細
胞
は
食
作
用
で
取
り
込
ん
だ
病

原
体
を
非
自
己

（抗
原
）
と
し
て
獲

得
免
疫
を
に
な
う
リ
ン
パ
球
に
提
示

し
、
抗
体
産
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
起

動
さ
せ
ま
す
。

体
液
に
よ
る

自
然
免
疫
能
の
克
進

近
年
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
自
然
免

疫
の
重
要
性
を
裏
付
け
る
研
究
が
相

次
ぎ
、
自
然
免
疫
は
獲
得
免
疫

の
補

助
的
な
原
始
的
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
と

の
概
念
は
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

光
線
療
法
に
関
し
て
は
、
前
号
で
傷

害
か
ら
細
胞
を
保
護
す
る
防
御
作
用

を
記
述
し
た
温
熱
作
用
で
生
成
さ
れ

る
熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質
が
体
液
に
よ

る
自
然
免
疫
能
を
克
進
さ
せ
る

こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗

ウ
イ
ル
ス
作
用
や
免
疫
応
答
を
調
節

す
る
作
用
が
あ
る
イ

ン
タ
ー

フ
ェ
ロ

ン
な
ど
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
総
称
さ
れ

る
生
理
活
性
物
質
が
増
加
し
、
腫
瘍

細
胞
や
腫
瘍
内
新
生
血
管
を
傷
害
し

腫
瘍
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る
作
用

が
あ
る
が
正
常
細
胞
は
傷
害
し
な
い

腫
瘍

（癌
）
壊
死
因
子

（Ｔ
Ｎ
Ｆ
）

と
呼
ば
れ
る
生
物
学
的
応
答
を
調
節

す
る
物
質
が
増
加
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
光
線
療
法

の
効
果
に

温
熱
作
用
で
生
成
さ
れ
る
熱
シ

ョ
ッ

ク
蛋
自
質
に
よ
る
生
体
防
御
機
構
活

性
化
作
用
が
関
わ

っ
て
い
る

こ
と
が

近
年
に
な

っ
て
次
々
に
解
明
さ
れ
、

太
陽
光
線

の
す
べ
て
の
波
長
が
自
然

の
恵
み
と
し
て
私
た
ち
の
健
康
を
守

っ

て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の

で
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
温
熱
作
用
に
つ
い
て

―
熱
シ
ョ
ッ
ク
蛋
白
質
の
自
然
免
疫
能
克
進
作
用
―
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症  例 :60歳、女性。
主  訴 :発作性 の呼吸 困難 。tto tt。
起 始 。経 過 :約半 年 前 か ら明 らか な 誘

因 も な く、 発 作 性 に 呼 吸 困 難

を 認 め る よ う に な った た め近

医 を 受 診 。 レ ン トゲ ン検 査 で
は肺 に器 質 的 異 常 を 認 め ず 、

聴 診 に て 喘 鳴 が 聴 取 さ れ た こ

とか ら気 管 支 喘 息 と診 断 さ れ

ア

=。

発 作 は夜 間 就 寝 時 に 多 くみ

られ 、 強 い発 作 で 呼 吸 困難 に

陥 った 時 に は 、 気 管 支 拡 張 薬

の吸入 を使用 した。

治  療 :側臥位 にて 45分、4灯照 射 。 頸

音卜 前胸音6(BD)、 背音5(BD)、

月ZN(AB)、 支玉彗琴雲署 (AB)。

経  過 :在宅 で の光 線 療 法 を毎 日約 1

時 間 続 けな が ら、 月 に 1、 2

回 の 頻 度 で 全 身 照 射 を 開 始 。

一 時 的 に 咳 と痰 の量 が 増 加 し

たが 、 そ の後 呼 吸 は楽 にな り、

以 前 と比 較 して 喘 息 発 作 の 頻

度 は減 少 し、 吸 入 薬 も ほ とん

ど使用 しな くな った。

病
気
の
解
説

喘
息
は
喘
鳴
を
伴
う
発
作
性
の
呼

吸
困
難
を
き
た
す
疾
患
で
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
従
来
は
１
～
２
％

で
あ

っ
た
発
生
頻
度
が
最
近
で
は
３

～
４
％
、

つ
ま
り

１００
人
に
３
、
４
人

は
喘
息
患
者
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
喘
鳴
と
は
、
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ

ュ
ー

ヒ

ュ
ー
と
い
う
細
く
な

っ
た
気
管
支

を
空
気
が
通
過
す
る
際
に
生
じ
る
音

で
、
喘
息
に
伴
う
呼
吸
困
難
は
安
静

時
に
お
こ
り
や
す
く
、
多
く
は
治
療

あ
る
い
は
自
然
に
比
較
的
短
時
間
で

消
失
し
ま
す
。
喘
息
の
病
因
に
つ
い

て
は
、
遺
伝
的
素
因
に
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
な
ど
の
後
天
的
因
子
が
重
な
り

発
作
の
準
備
状
態
が
作
ら
れ
た
後
に
、

感
染
、
自
律
神
経
失
調
、
気
象

の
変

化
な
ど
が
加
わ
り
発
症
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
患
者
に
共
通
し

て
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
気
道
反
応
性

（過
敏
性
）

の
九
進
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
喘
息
患
者

の
気
管
支
は
、
健

常
人
に
比
べ
、
と
て
も
過
敏
な
状
態

に
な

っ
て
お
り
、
喘
息
患
者
が
寒
冷

や
粉
塵
な
ど
に
よ
り
刺
激
を
受
け
る

と
、
気
管
支
が
収
縮
し
て
狭
窄
を
き

た
し
、
空
気
の
通
過
障
害
を
お
こ
し

や
す
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
ｃ

主
な
症
状
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た

よ
う
に
喘
鳴
と
呼
吸
困
難
で
す
が
、

激
し
い
喘
鳴
か
ら
呼
吸
困
難
が
強
く

な
る
と
坐

っ
て
前
か
が
み
の
姿
勢
を

と
り
、
い
わ
ゆ
る
起
坐
呼
吸
を
呈
し

ま
す
。
こ
の
他
、
咳
や
痰
な
ど
も
よ

く
み
ら
れ
る
症
状
の

一
つ
で
、
と
く

に
感
冒
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器

感
染
症
を
合
併
し
た
場
合
は
発
熱
を

伴
い
ま
す
。
喘
息
の
予
後
は
、
大
人

よ
り
小
児
の
方
が
良
好
で
、
小
児
の

半
数
は
大
人
に
な
る
ま
で
に
治
り
、

残
り
半
数
の
う
ち
発
は
軽
い
発
作
が

残
存
す
る
の
み
で
、
％
は
症
状
が
変

わ
ら
な
い
か
悪
く
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
ｃ
こ
れ
に
対
し
て
大
人

の

場
合
、
治
療
成
績
は
小
児
よ
り
悪
く
、

３
年
以
上
発
作
を
認
め
な
い
人
は
全

体
の
２０
～
３０
％
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、

症
状
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
困
難
な
難

治
性
喘
息
は
、
大
人
の
約
１５
％
に
認

め
ら
れ
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

喘
息
治
療

の
基
本
は
、
喘
息
発
作

を
い
か
に
予
防
す
る
か
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
規
則
正

し
い
生
活
を
心
が
け
、
な
る

べ
く
飲

酒
、
過
労
、
ス
ト
レ
ス
を
避
け
、
適

度
な
運
動
と
鍛
錬
が
必
要
で
す
。
と

く
に
乾
布
摩
擦
や
日
光
浴
に
よ
る
皮

膚
の
鍛
錬
と
複
式
呼
吸
に
よ
る
呼
吸

の
鍛
錬
は
重
要
か

つ
効
果
的
で
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
よ
り
期
待
で

き
る
効
果
は
、
気
管
支
の
拡
張
や
痰

な
ど
分
泌
物
の
排
泄
促
進
に
あ
り
ま

す
が
、
免
疫
力
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
喘
息
発
作
の
引
き
金
と
な

る
か
ぜ
に
か
か
り
に
く
い
体
質
に
改

善
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
部

の
患
者
さ
ん
で
光
線
療
法
を
開

始
し
た
際
、
陽
性
反
応
と
し
て
、
咳

や
痰
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
光
線
療
法

の
継
続
に
よ
り
症
状

は
軽
快
し
ま
す
の
で
心
配
な
さ
ら
な

い
で
下
さ
い
。
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第
八
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
八
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
五
月
に
東
京
に
て
開
講

し
ま
す
。
光
線
治
療
院

の
開
業
を
検

υοJ.Iθ

‥  蒻憫 :宇都宮

開 講 日 程

「

・~~~~~・ ~・一一 ―・ァ・■

|::|||:|:|1午 110時
～午後5時

 |: ._._・
―・一・―・―・一・―・―・一・

」

問ι治わせ先サナモア光線治療院
TEL 03-5759-3710

討
さ
れ
て
い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
是
非
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

第
十
三
回

「
光
と
熱
研
究
会
」
の

お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

¨
四
月
十
九
日
（土
）
午
後
二
時

場
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

の ■

コ ::

||:|

ナ 1
1=
で |::|

は ■

新 J

光 ::111:
穆I芥

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中

の
先
生

方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

酬

曙

霧

衆

覗

（平
成
十
四
年
六
月
二
日
開
院
）

電
話

一
〇
九
二
―
五
〇

一
―
三
五
八
二

住
所

一
福
岡
県
大
野
城
市
下
大
利

一
―

一
三
―

一
大
野
城
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
３
Ｆ

交
通

一
西
鉄
大
牟
田
線
下
大
利
駅
下

車
徒
歩

一
分

ま
た
は
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

水
城
駅
下
車
徒
歩
七
分

森
川
嘉
文
先
生
御
夫
妻

院
長

一
森
川
嘉
文
先
生

一
言

¨
光
線
療
法
と
整
体
を
組
み
合

わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
治
療

効
果
の
向
上
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
病
気
で
お
困
り

の

方

の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。

（写
真
下
）

（予
約
制
）

住
所

¨
横
浜
市
都
筑
区
東
山
田
町

一
三
八
―
二
五

交
通

一
東
急
東
横
線
綱
島
駅
か
ら
バ

ス
３
番

（道
中
坂
下
経
由
）

に
乗
車
し
、
東
山
田
町
バ
ス

停
下
車
徒
歩

三
分
。
車
の
場

合
は
、
第

二
京
浜
都
筑
Ｉ
Ｃ

関
根
榮

一
先
生

か
ら
六
分
。

室
長

¨
関
根
榮

一
先
生

一
言

一
私
は
過
労
性
網
膜
は
く
離
手

術

後

の
硝

子

体

混

濁

に
よ

り
、
視
力
が
低
下
し
失
明
す

る
危
険
が
あ

っ
た
た
め
、
手

に
職
を

つ
け
る
べ
く
療
術
研

修
所
に
入
所
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
恩
師
で
あ
る
宇
都
宮

光
明
先
生
と
光
線
療
法
に
出

会

っ
た
わ
け
で
す
が
、
同
期

生
に
硝
子
体
混
濁
に
は
光
線

療
法
が
効
く
と
言
わ
れ
、
自

分
で
眼
の
治
療
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
、
四
か
月
後
に
は
視

力
が
嘘
の
よ
う
に
回
復
し
ま

し
た
。
こ
の
際
に
先
生
か
ら

御
教
示
頂
い
た
閉
鎖
空
間
で

の
多
灯
照
射
療
法
を
実
践
し

た
治
療
室
も
、
お
か
げ
さ
ま

で
今

年

十

周

年

を

迎

え
ま

す
。こ

の
間
、
治
療
方
法
や
効

果
、
快
適
性
を
追
及
し
、
様
々

な
改
良
を
加
え
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
創
意

工
夫
を
重
ね
、
安
全
か

つ
快

適
で
、
最
も
良
く
治
る
治
療

室
を
目
指
し
精
進
を
続
け
る

所
存
で
す
。
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□
□
回
□
□

前
立
腺
癌
で
手
術
を

予
定
し
て
い
た
が

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

症
例
　
７２
歳
　
男
性

症
状
　
平
成
九
年
九
月
、
尿
に
血
液

が
混
ざ

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
た
め
近
医
を
受
診
。
そ
こ
で
、
前

立
腺
癌
の
疑
い
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、

大
学
病
院
に
て
精
査
を
施
行
し
た
。

血
液
検
査
で
は
、
前
立
腺
癌

の
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ

（
り
／／
ｍｌ
）

値
は
４７
と
高
値
を
示
し
て
お
り
、
腹

部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
さ
ら
に
、
前
立

腺
の
組
織
検
査
を
施
行
し
前
立
腺
癌

と
診
断
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
明
ら
か

な
他
臓
器

へ
の
転
移
を
認
め
な
か

っ

た
た
め
、
手
術
治
療
が
選
択
さ
れ
、

翌
年
の

一
月
下
旬
に
手
術
を
予
定
し

自
宅
待
機
と
な

っ
た
。
患
者
は
二
十

年
来
の
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
で
も
あ
り
、

病
院
で
の
治
療
と
並
行
し
て
、
自
宅

で
光
線
療
法
を
行
い
た
い
と
言

っ
て

十
二
月
に
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
主
に
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
を

使
い
、
時
に
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。

在
宅
で
の
治
療
は
、
集
光
器
を
用
い

会
陰
部
に
３０
分
以
上
、
下
腹
部
２０
分
、

腰
部

２０
分
照
射
後
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
膝

１０
分
、

足
裏

１０
分
の
照

射
を

一
日
に
二
～

三
回
す
る
よ
う

指
示
し
た
。
　
一
月
に
病
院
を
受
診

し
た
時

に
、
血
液
検
査

で
Ｐ
Ｓ
Ａ

値
が
３２
と
低
下
し
て
い
た
た
め
、

予
定

し
て
い
た
手
術

は

一
時
中
止

し
て
ホ

ル
モ
ン
療
法

で
経
過
観
察

す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
そ

の
後
、

光
線
療
法
を
毎
日
続
け
た
と
こ
ろ
、

数
か
月
で
徐

々
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
は
低

下
し
て
き
た
た
め
主
治
医
も
驚

い

て
い
た
様
子
で
あ

っ
た
が
、
　
一
年

後

に
は
、
全
身
状
態
は
良
好

で
、

排
尿
も
以
前

の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ

で
皿
液
が
混
ざ
る
こ
と
も
な
く
な

っ

た
。

現
在
も

四
週
に

一
回

の
ホ

ル

モ
ン
療
法
と
並
行
し
て
、
毎

日

の

光
線
療
法
を
欠
か
さ
ず

に
続
け
て

い
る
が
、
昨
年
十

二
月
に
行

っ
た

血
液
検
査

で
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
は
日
以

下

ま
で
低
下
し
て
い
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八
）

□
□
回
□
□

難
治
性
の
蓄
膿
症
（慢
性
副
鼻
腔
基

が

驚
く
ほ
ど
改
善

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

・
　

　

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

症
例
　
６５
歳
　
男
性

症
状
　
数
年
前
か
ら
か
ぜ
を
ひ
い
た

際
に
、
鼻
漏
、
鼻
閉
が
著
し
く
、
最

近
は
特
に
頭
痛
も
伴
う
よ
う
に
な

っ

た
た
め
、
病
院
に
て
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
蓄
膿
症
と
診
断
さ
れ
た
。
病

院
で
は
、
抗
生
剤

の
投
与
と
上
顎
洞

に
貯
留
し
た
膿

の
洗
浄
を
週
に

一
回

の
頻
度
で
行

っ
た
が
、
病
状
は

一
向

に
改
善
し
な
か

っ
た
た
め
、
サ
ナ
モ

ア
愛
用
者
で
あ
る
知
人
に
紹
介
さ
れ

て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
初
回
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

を
用
い
、
二
号
集
光
器
を
使
用
し
、

鼻
と
両
側
頬
部

（上
顎
洞
部
）
を
各

２０
分
照
射
後
、
足
裏
、
足
関
節
、
膝
、

腰
部
、
後
頭
部
、
腹
部
を
各
２０
分
照

射
し
て
終
了
し
た
。
そ

の
後
、
治
療

器
を
購
入
し
て
、
自
宅
で
の
治
療
を

開
始
。
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
を
用
い
、
二

号
集
光
器
を
使
用
し
、
鼻
と
両
側
頬

部

（上
顎
洞
部
）
を
各
３０
分
、
足
裏
、

足
関
節
、
膝
、
腰
部
、
後
頭
部
を
各

２０
分
照
射
後
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
て

腹
部
２０
分
の
照
射
を
指
示
。
で
き
る

か
ぎ
り
毎
日
の
日
課
と
し
て
治
療
を

続
け
る
よ
う
に
説
明
し
た
。
治
療
開

始
当
初
に
や
や
鼻
漏
の
量
が
増
加
し

た
が
、
光
線
療
法
を
継
続
し
た
と
こ

ろ
、
徐
々
に
鼻
漏
の
量
も
減
り
、
八

か
月
後
に
は
驚
く
ほ
ど
改
善
し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
Λ

藁
「
一 一・‐ ―
一
¨
」
動
｝

□
□
回
□
□

メ
ニ
エ
ー
ル
病
と
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の

合
併
例
に
対
す
る
治
療

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院
海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

症
例
　
６８
歳
　
女
性
　
会
社
員

症
状
　
数
日
前
か
ら
、
全
身
倦
怠
感

と
朝
起
床
時
に
め
ま
い
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
病
院
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
と
診

Λ
五
ペ
ー
ジ
に
続
く
Ｖ
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困
□
□
□

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
を
受
け

赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
り
ま
し
た

横
浜
市
　
吉
〇
七
〇
子
氏

（３‐
歳
主
婦
）
報
告

側
臥
位
に
て
顔
面
、
腰
部
、
膝
を
１０

分
同
時
照
射
。
次
に
、
後
頭
部
、
腹

部
、
足
裏
に
１０
分
同
時
照
射
。
さ
ら

に
仰

臥
位

と

し

て
か

ら
、

有

耳
部

（
一
号
集
光
器
）
、
左
腰
部
、
石
膝

に

・５
分
照
射
後
、
左
耳
部

（
一
号
集
光

器
）
、

石
腰
部
、

左
膝

に
１５
分
照
射

し
た
。
治
療
開
始
約

三
か
月
に
て
、

症
状
は
軽
快
し
た
が
、
そ
の
後
、
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
を
発
症
し
た
た
め
、

椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
の
治
療
も
併
せ
て

開
始
。
最
初
は
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
を

使
用
し
、
腰
痛
を
和
ら
げ
る
治
療
を

（四
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

断
さ
れ
た
。
そ
こ
で
早
速
、
光
線
治

療
を
開
始
し
症
状
は
安
定
し
て
い
た

が
、
今
度
は
腰
痛
を
認
め
た
た
め
、

検
査
を
受
け
椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
と
診

断
さ
れ
、
医
師
か
ら
手
術
を
勧
め
ら

れ
た
が
、
手
術
を
拒
否
し
光
線
療
法

で
治
し
た
い
と
言

っ
て
来
所
し
た
。

そ
こ
で
、
メ

ニ
エ
ー
ル
病
と
椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
の
両
疾
患
に
対
し
て
治
療

を
加
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

療
法
経
過
　
メ

ニ
エ
ー
ル
病
に
対
す

る
治
療
に
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。

日
頃
か
ら
手
足
の
冷
え
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
私
は
生
理
痛
も
ひ
ど
く
、

頻
繁
に
鎮
痛
剤
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
子
供
が
欲
し
い
と
思

い
始
め

て

三
か
月
経

っ
た
頃
、
「
ま

ず
は
冷
え
性
の
体
質
改
善
を
し
た
ら
」

と
母
の
勧
め
で
関
根
先
生
の
治
療
室

に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
治
療

は
下
半
身
を
中
心
に
４
箇
所
に
光
線

を
照
射
す
る

こ
と
４０
分
。　
一
回
目
の

治
療
は
と
に
か
く
長
く
感
じ
ま
し
た
。

ほ
ん
の
り
暖
か
か

っ
た
心
地
よ
さ
は

最
初
の
１５
分
だ
け
で
、
そ
の
う
ち
足

先
や
腰
に
熱
さ
を
感
じ
、
顔
だ
け
ほ

て

っ
て
息
苦
し
く
な

っ
た
か
ら
で
す
。

先
生
は
途
中
で
何
度
か
声
を
か
け
て

く
だ
さ
る

の
で
、
そ

の
都
度
状
態
を

説
明
し
、
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
治
療
後
、
驚

い
た
こ
と
に
熱
さ

を
感
じ
て
い
た
下
半
身
は
汗
を
か
い

行

っ
た
。
側
臥
位
に
て
、
腰
部
と
臀

部
に
６０
分
．
膝
、
足
関
節
に
は
１５
分

照
射
し
、
腹
部
、
後
頭
部
、
膝
裏
、

足
裏

に
同
時

に
１０
分
照
射
。
次
に
仰

臥
位
に
て
、
左
腰
、
有
肩
、
左
膝
に

・５
分
。
有
腰
、
左
肩
、
有
膝
に
１５
分

照
射
。
さ
ら
に
側
臥
位
に
て
、
腰
部

の
み
に
１５
分
照
射
し
て
終
了
し
た
。

痛
み
が
軽
快
す
る
ま
で
、
自
宅
で
の

治
療
も
並
行
し
て
行
う
よ
う
指
示
し
、

連
日
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
数
か

月
で
症
状
は
ほ
ぼ
軽
快
し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七
）

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
下

半
身
の
血
行
が
滞

っ
て
い
た
わ
け
で

す
。
先
生
曰
く

「
熱
さ
を
感
じ
な
く

な
り
気
持
ち
よ
く
居
眠
り
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
す
ぐ
子
供
が
で
き
る
よ
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
「本
当
か
し
ら
？
」

と
半
信
半
疑
な
が
ら
も
治
療
後
は
身

体
が
軽
く
な

っ
て
す

っ
き
り
し
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
を
続
け
る
際

の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
水
分
を
と
る

こ
と

（ト

イ
レ
に
入

ん
　
０
副
に
コ
ッ

い
プ
一杯
の

嚇　颯一和熱

勒　秘ヾ
仕』

逐　睦』則げ

通
う
こ
と

（最
初
は
週
に
二
回
、
そ

の
後
週
に

一
回
）
で
し
た
。
二
回
目
の
治
療
後

の
生
理
を
鎮
痛
剤
な
し
で
乗
り
切
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
体
質
改
善
の

兆
し
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
頃

か
ら
不
思
議
な
く
ら
い
手
足
も
暖
か

く
な
り
、
洋
服
も
薄
着
に
な
り
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
使

っ
て
い
た
就
寝

時
の
湯
た
ん
ぽ
も
必
要
な
く
な

っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
治
療
中
の
居
眠
り

も
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
五
回
目
の

治
療
後
、
懐
妊
し
た
と
分
か
り
び

っ

く
り
し
ま
し
た
。
懐
妊
後
も

二
回
ほ

ど
通

っ
た
お
か
げ
か
、
妊
娠
中

つ
わ
り

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
順
調
に
十
か
月

を
過
ご
し
安
産
で
男
児
を
出
産
い
た

し
ま
し
た
。

（六
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

Φ 募 集 鎧

当協合の趣たに賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検言すなさりたい方は、

おFonい合わせください

サナモア光線治療院

〒153‐0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759-… 3710
FAX (03)5759-3720

サナモア光線治療1師|



No 309 健康と光線 平成15年 4月 1日 (6)

（五
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

た
だ
い
ま
育
児
に
追
わ
れ
、
忙
し

い
日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
風
邪
な
ど

ひ
か
ず
、
身
体
も
軽
く
元
気
に
過

ご

し
て
お
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
に
よ

っ
て
、
本
来
あ

る
べ
き
健
康
な
体
に
戻
れ
た

こ
と
で

冷
え
性
の
改
善
と
妊
娠
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
に
出

会
え
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
。
関
根
先
生
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

関
根
榮

一
先
生
か
ら

一
言

患
者
さ
ん

の
母
上
が
、
二
年
前
に

膝
関
節
痛

の
治
療

の
た
め
に
初
来
室

さ
れ
、
五
回
の
治
療
で
完
治
さ
れ
た

ご
縁
で
、
嫁
が
せ
た
娘
二
人
が
い

つ

ま
で
も
妊
娠
し
な
い
こ
と
に
業
を
煮

や
し
て
二
人
を
連
れ
来
室
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、
お
姉
さ
ん
は
３０
歳
、

妹
さ
ん
は
２７
歳
で
、
と
も
に
、
冷
え

性
、
月
経
周
期
が
不
規
則
、
月
経
困

難
、
腰
痛
が
共
通
の
訴
え
で
し
た
。

冷
え
性
で
飲
水
量
が
少
な
い
た
め
、

治
療
当
初
に
の
ぼ
せ
の
様
な
症
状
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
日
鶴
リ

ッ
ト
ル
程
度
の
水
分
を
摂

取
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
、
症

状
は
消
失
し
、
快
適
な
中
、
気
持
ち

よ
く
発
汗
し
、
治
療
中
に
良
く
眠
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
治
療
室
の
不
妊
症
の
治
療
方
法

は
冷
え
性
を
治
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
が
、
こ
れ
で
、
月
経
困
難
、
腰
痛
症

が
消
え
ま
す
。
さ
ら
に
身
体

の
代
謝

が
改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
治
療
中
に

発
汗
し
気
持
ち
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
出
来
る
限
り
苦
痛
を
伴

わ
ず
、
快
適
な
治
療

で
あ
る

こ
と
こ

そ
が
関
根
治
療
室
の
モ

ッ
ト
ー
で
す
。

患
者
さ
ん
は
五
回
目
の
治
療
時
に

良
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
が
、
不
妊
症
治
療

の
転
換
点

で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

二
週
間
後
の
七
回
目
の
来
室
時
に
子

供
を
授
か

っ
た
と
の
嬉
し
い
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
妹
さ
ん
の
方
も
、

や
せ
て
虚
弱
体
質
で
し
た
が
ど
ん
ど

ん
健
康
的
な
体
質
を
取
り
戻
し
、
七

か
月
、
計
十
九
回
目
の
治
療
を
施
行

し
た
時
点
で
、
体
重
が
約
５
キ

ロ
増

加
し
、
母
上
か
ら
見
違
え
る
よ
う
に

元
気
な
身
体
に
な
り
ま
し
た
と
御
礼

の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
五
―
五
九
二
―
三
八
一
〇
）

サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う

に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は

５
分
刻
み
で
６０

分
ま

で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ

ン
以
外

の
カ

ー
ボ
ン
は

絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

サすモ7 :
_ミは :

彦 靱

…

「
健
康
と
光
線
」
の
購
読
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
事
業
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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